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生き物のスゴ技



身近な
バイオミメティクス

蓮の葉の表面は、小さなデコボコ構造
になっています。この小さなデコボコが、
水をはじき、葉の表面についた水はコロ
コロと丸まった水滴になり濡れることが
ありません。

蓮の葉の構造をまねた表面をつくり、
ヨーグルトの蓋に活用されています。



環境技術として認識が高まるバイオミメティクス

第一レベル：自然の形の模倣

（環境問題を意識した製品開発）

第三レベル：生態系自体を模倣

第二レベル：自然のプロセスの模倣

http://www.earthday.org/sites/default/files/ecosystem_exploration.pdf
http://mamontoff.org/SCIENCE%20ecosystem.jpeg

バイオミメティクスは、
より持続可能なイノベーションの可能性を提供する。（ISO）



Lufthanza
BASF

• リブレットと呼ばれる微細なリブで構成
された特殊な表面構造「AeroSHARK」
は航空機の表面の摩擦抵抗を1％以上削
減

• ボーイング777-300ER型機への活用

• 年間約400 t の航空機燃料の削減

• 年間1,200t以上の二酸化炭素の削減



Biomimetics 
2.0



第2世代のバイオミメティクス

第１世代の技術 例：ハスの葉効果（応用 ヨーグルトの蓋、衣服）

第２世代の技術 例：ナメクジの表面清浄機能に着想を得た新規撥液材料（自己潤滑性ゲルによる動的機能表面
設計



生物は、分泌といった新陳代謝などにより機能を持続的に維持することができ、このような生
物の動的な表面特性を模倣した持続性のある表面機能を実現することができれば、耐久性の高い
表面を設計することが可能になる。さらに、省エネ効果も期待できる。

日本の第2世代の技術



Biomimetics 3.0
エコミメティクス



人間中心の世界観から自然中心の世界観へ

生き物 → ヒトの豊かさ

生き物の知恵

ヒトの便利さの追求

一方通行？



エコミメティクス

日刊工業新聞 2021/9/22

生き物の視点で共生を考えると

新たな農業は、生き物にもヒトにもやさしくなる



エコミメティクスの実現には社会の価値観の変化が必要



次世代教育

• 欧米ではバイオミメティクス
のための専門プログラムなど、
次世代教育に力を入れている。



未来の社会つくる子供たちに伝える



未来の社会つくる子供たちと考える

x

デザインクリエーター

Project Coordinator
Hanae MIYAHIRA



2023年 "Hidden Beauty of Science "

藤井 秀司（大阪工業大学）

持続可能な社会の実現に向けて

次世代のバイオミメティクスへ

フランス大使館が主催するサイエンスフォトコンテスト2023 準グランプリ
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